
廊
か
ら
外
に
配
さ
れ
る
特
徴
を
有
す
る
。
両
塔
は
存
在
し
な
い
が
塔
が
回

廊
外
に
な
る
型
式
は
、
以
後
国
分
寺
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

３

無
塔

・
中
門
か
ら
巡
る
回
廊
は
、
金
堂
に
取
り
付
く
場
合
と
講
堂
に
取
り
付

く
場
合
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
八
世
紀
代
に
な
っ
て
建
立
さ

れ
る
、
国
分
尼
寺
に
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
寺
院
配
置
構
成
は
、
各
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
し
、
同
一
時
代

に
お
い
て
も
朝
鮮
三
国
時
代
の
影
響
下
の
寺
院
や
、
発
願
者
の
建
立
趣
旨

に
お
い
て
各
形
式
が
あ
り
、
寺
院
建
築
の
内
容
を
一
層
複
雑
に
し
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
伽
藍
配
置
が
変
化
す
る
理
由
に
、
塔
は
礼
拝
の
象
徴
で
あ

り
、
釈
迦
に
通
じ
る
建
物
で
あ
る
と
さ
れ
、
金
堂
は
後
の
位
置
を
保
っ
て

い
た
が
、
法
隆
寺
建
立
ご
ろ
か
ら
塔
と
金
堂
は
東
西
並
列
に
変
わ
り
、

塔
・
金
堂
と
も
に
釈
迦
と
相
等
し
く
、
釈
迦
こ
そ
仏
教
の
心
で
あ
る
と
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
に
は
聖
徳
太
子
の
仏
教
思
想
が
強
く
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
初
期
の
仏
教
寺
院
か
ら
平
安
時
代
に
な
る
と
、
寺
院
は
奈
良
時

代
か
ら
引
き
継
が
れ
た
伽
藍
配
置
を
も
つ
も
の
の
、
空
海
や
最
澄
な
ど
僧

侶
の
出
現
に
よ
っ
て
、
新
た
な
仏
教
思
想
の
展
開
が
始
ま
り
、
寺
院
は
平

地
か
ら
山
岳
へ
と
移
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
も
と
よ
り
山
岳
に
占
地
し

た
寺
は
奈
良
時
代
か
ら
存
在
す
る
が
、
本
格
的
な
山
岳
寺
院
と
認
め
ら
れ

る
の
は
、
比
叡
山
延
暦
寺
や
高
野
山
金
剛
峰
寺
が
代
表
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。二

地
方
寺
院
の
出
現

造
寺
の
広
が
り

仏
教
が
公
伝
さ
れ
た
以
後
は
、
蘇
我
氏
が
飛
鳥

ま
か
み
が
は
ら

真
神
原
に
、
我
が
国
最
初
の
本
格
的
寺
院
で
あ
る
法

興
寺
（
飛
鳥
寺
）
を
建
立
す
る
。
寺
の
造
営
は
九
年
か
か
り
、
推
古
天
皇

四
年
（
五
九
六
）
に
完
成
し
た
。
前
章
で
記
し
た
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』

に
よ
る
と
推
古
天
皇
三
十
二
年
に
は
全
国
に
四
六
か
所
の
寺
が
存
在
し
、

そ
れ
か
ら
六
九
年
経
っ
た
持
統
天
皇
六
年
（
六
九
二
）
に
は
五
四
五
か
所

の
寺
々
が
存
在
し
た
と
い
う
。
畿
内
を
中
心
と
し
た
寺
院
数
で
あ
ろ
う

が
、
約
十
数
倍
の
増
加
傾
向
で
あ
る
。

ま
ず
、
初
期
寺
院
の
造
営
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

飛
鳥
寺
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
北
部
九
州
に
西
暦
六
〇
〇
年
前
後
の

初
期
瓦
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
瓦
は
瓦
陶
兼
業
窯
で
焼
成
さ
れ
た
も

の
で
、
本
格
的
な
瓦
製
作
技
術
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
技
術
的
に
稚
拙
さ

が
認
め
ら
れ
る
。
生
産
個
所
は
大
き
く
筑
前
地
区
と
豊
前
地
区
に
分
け
ら

れ
、
両
者
の
特
徴
が
瓦
に
見
受
け
ら
れ
る
。

・
筑
前
地
区

各
遺
跡
の
出
土
瓦
の
種
類
は
、
軒
丸
瓦
・
丸
瓦
・
平
瓦
・
熨
斗
瓦
・
鴟

尾
等
が
出
土
し
、
平
瓦
が
圧
倒
的
に
多
い
。

軒
丸
瓦
に
つ
い
て
は
、
神
の
前
窯
跡
、
月
の
浦
窯
跡
、
惣
利
遺
跡
、
那

珂
遺
跡
に
お
い
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
瓦
当
が
無
文
の
軒
丸
瓦
は
、
神
の
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前
と
惣
利
遺
跡
か
ら
出
土
し
粘
土
紐
に
よ
る
作
り
で
、
一
見
、
壺
の
底
部

を
想
定
さ
せ
る
瓦
当
面
で
あ
る
。
共
に
凸
面
端
部
に
は
釘
穴
が
認
め
ら
れ

る
。
月
の
浦
と
那
珂
遺
跡
は
花
弁
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
前
者
は
単
弁
九

弁
と
八
弁
が
あ
り
、
後
者
は
七
弁
の
作
り
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
土
器
の
底

部
に
花
文
を
施
し
た
作
風
で
、
本
格
的
な
軒
丸
瓦
に
は
遠
い
も
の
の
、
最

も
基
本
と
す
る
瓦
一
本
造
り
の
原
点
が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
取
れ

る
。平

瓦
は
各
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
。
神
の
前
の
例
は
、
最
も
稚
拙
で
粘

土
紐
と
粘
土
板
の
造
作
が
あ
り
、
平
面
は
方
形
板
状
を
呈
し
、
指
ナ
デ
及

び
ヘ
ラ
掻
き
に
よ
る
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
通
常
の
瓦
製
作
に
よ
る
模
骨

痕
や
布
目
痕
は
な
く
、
平
瓦
と
し
て
の
凹
凸
も
見
ら
れ
な
い
。
大
浦
窯
跡

例
は
粘
土
板
桶
巻
作
り
の
方
法
を
と
り
、
凸
面
は
平
行
叩
き
が
多
い
。
凹

面
に
は
布
目
痕
と
同
心
円
文
の
瓦
が
あ
る
。
月
の
浦
窯
跡
の
平
瓦
は
薄
く

作
ら
れ
、
瓦
端
部
及
び
凸
面
は
共
に
丁
寧
に
ナ
デ
調
整
し
、
凹
面
は
布
目

痕
が
残
る
。
浦
の
原
窯
跡
出
土
の
平
瓦
は
、
神
の
前
に
比
較
し
て
調
整
手

法
が
瓦
ら
し
く
整
え
ら
れ
て
き
て
お
り
、
平
行
叩
き
や
同
心
円
の
当
て
具

痕
が
認
め
ら
れ
、
粘
土
板
・
粘
土
紐
に
よ
る
桶
巻
作
り
の
製
作
瓦
法
で
あ

る
。
他
の
遺
跡
の
平
瓦
類
も
前
記
の
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
じ
瓦
を
呈
し
て
い

る
。丸

瓦
は
八
遺
跡
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
平
瓦
と
対
に
な
る
た
め
、
他
の

遺
跡
に
お
い
て
も
発
見
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
神
の
前
の
例
は
一
〇
片
発
見

さ
れ
、
凸
面
は
細
か
な
格
子
目
の
叩
き
の
後
、
横
方
向
の
刷
毛
目
調
整
を

行
っ
て
い
る
。
凹
面
は
全
体
に
強
い
横
方
向
の
ナ
デ
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
野
添
・
大
浦
窯
跡
の
丸
瓦
は
、
玉
縁
付
瓦
は
な
く
、
行
基
瓦
凹
面
に

は
模
骨
と
布
目
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
惣
利
遺
跡
の
丸
瓦
は
、
玉
縁

の
段
差
が
低
く
全
体
に
丸
み
を
帯
び
、
胴
部
の
弧
深
が
非
常
に
浅
く
幅
が

広
い
。
屋
根
の
大
棟
等
に
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

熨
斗
瓦
は
野
添
・
大
浦
窯
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
出
土
数
は
少

な
い
。
大
浦
例
は
凸
面
に
平
行
叩
き
が
あ
り
、
凹
面
は
模
骨
の
痕
跡
と
思

わ
れ
る
窪
み
が
残
っ
て
い
る
。

し

び

鴟
尾
は
月
の
浦
一
号
窯
跡
か
ら
整
理
箱
に
し
て
一
箱
分
の
破
片
が
出
土

し
て
い
る
。
鴟
尾
の
破
片
か
ら
想
定
し
て
か
な
り
大
き
く
な
り
、
腹
部
鰭

筑
前
地
区
初
期
瓦
出
土
遺
跡

遺

跡

名

市

町

瓦

類

時

期

神
の
前
二
号
窯
跡

太
宰
府
市

軒
丸
瓦
、
丸
瓦
、
平
瓦

六
Ｃ
末

大
浦
二
号
窯
跡

大
野
城
市

丸
瓦
、
平
瓦
、
熨
斗
瓦

六
Ｃ
〜
七
Ｃ
前

野
添
一
三
号
窯
跡

大
野
城
市

丸
瓦
、
平
瓦
、
熨
斗
瓦

〃

月
の
浦
一
号
窯
跡

大
野
城
市

軒
丸
瓦
、
丸
瓦
、
平
瓦
、
鴟
尾

六
Ｃ
末
〜
七
Ｃ
初

小
田
浦
二
八
地
点

大
野
城
市

丸
瓦
、
平
瓦

〃

〜
七
Ｃ
前

大
谷
窯
跡

大
野
城
市

平
瓦

七
Ｃ
前

春
日
平
田
窯
跡

春
日
市

平
瓦

七
Ｃ
前

浦
ノ
原
四
号
窯
跡

春
日
市

丸
瓦
、
平
瓦

七
Ｃ
後

惣
利
西
遺
跡

春
日
市

軒
丸
瓦
、
丸
瓦
、
平
瓦

七
Ｃ
前

九
大
筑
紫
キ
ャ
ン

パ
ス
内
遺
跡

春
日
市

大
野
城
市

平
瓦

那
珂
遺
跡

福
岡
市

軒
丸
瓦
、
丸
瓦
、
平
瓦

六
Ｃ
末
〜
七
Ｃ
初
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端
の
頂
部
付
近
で
六
〇
�
、
高
さ
一
四
〇
�
以
上
が
復
元
で
き
る
と
い

う
。
ま
た
、
鴟
尾
の
文
様
構
成
や
鰭
端
の
表
現
方
法
が
、
従
来
発
見
さ
れ

て
い
る
鴟
尾
と
作
風
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
陸
ふ
う
の
造
作
と

い
う
意
見
も
あ
る
。

・
豊
前
地
区

豊
前
地
域
は
筑
前
地
域
と
瓦
の
発
見
例
が
や
や
異
な
り
、
六
世
紀
代
ま

で
遡
る
例
は
一
遺
跡
だ
け
で
あ
る
。
発
見
さ
れ
て
い
る
初
期
瓦
類
は
丸

瓦
・
平
瓦
で
あ
る
。

平
瓦
は
、
大
分
県
中
津
市
伊
藤
田
踊
ケ
迫
一
号
窯
跡
例
が
あ
り
、
凸
面

の
調
整
は
四
種
類
に
分
類
さ
れ
、
粘
土
紐
巻
き
上
げ
に
よ
る
桶
巻
作
り
と

判
断
さ
れ
る
。
須
恵
質
で
凸
面
に
は
同
心
円
文
叩
き
、
凹
面
は
布
目
痕
が

観
察
で
き
る
。
供
給
先
は
福
岡
県
の
中
桑
野
遺
跡
へ
搬
出
し
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
瓦
と
共
伴
し
た
須
恵
器
（
坏
身
）
の
特
徴
か

ら
、
筑
前
地
区
神
の
前
窯
跡
の
瓦
と
同
じ
こ
ろ
の
年
代
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。伊

藤
田
踊
ケ
迫
一
号
窯
に
続
く
遺
跡
は
、
同
じ
窯
跡
群
の
伊
藤
田
城
山

Ｊ
区
灰
原
出
土
の
瓦
で
あ
る
。
平
瓦
で
前
期
踊
ケ
迫
例
と
同
様
の
特
徴
が

観
察
で
き
る
が
、
時
期
的
に
は
六
世
紀
中
か
ら
後
半
ご
ろ
に
か
け
て
の
生

産
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
豊
前
地
区
の
初
期
瓦
は
こ
の
伊
藤
田
踊
ケ
迫
一

号
窯
跡
を
最
も
初
期
の
発
見
瓦
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
れ
以
降
七
世

紀
後
半
ご
ろ
か
ら
末
に
か
け
て
次
々
と
造
寺
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
後
述
す
る
が
、
七
世
紀
後
半
も
早
い
時
期
に
中
津
市
相
原
廃
寺
が

建
立
さ
れ
る
。
寺
院
伽
藍
は
定
か
で
な
い
が
、
古
く
か
ら
百
済
系
瓦
が
発

見
さ
れ
る
こ
と
で
注
目
さ
れ
、
供
給
瓦
窯
に
伊
藤
田
ホ
ヤ
池
瓦
窯
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。

我
が
国
初
の
寺
院
、
飛
鳥
寺
を
凌
ぐ
瓦
が
北
部
九
州
の
両
地
域
か
ら
発

見
さ
れ
た
。
両
地
区
の
初
期
瓦
の
生
産
時
期
は
、
出
土
須
恵
器
の
編
年
か

ら
六
世
紀
末
頃
で
、
飛
鳥
寺
建
立
時
期
（
五
八
八
）
を
遡
る
可
能
性
が
あ

る
。
筑
前
地
区
で
は
軒
丸
瓦
・
鴟
尾
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
供
給
先
の
建

物
は
鴟
尾
を
大
棟
に
飾
る
も
の
で
あ
り
、
造
作
は
別
と
し
て
、
軒
先
に
は

神
の
前
・
月
の
浦
例
の
軒
丸
瓦
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
現

在
、
そ
の
最
も
有
力
な
遺
跡
と
し
て
福
岡
市
那
珂
遺
跡
・
比
恵
遺
跡
が
あ

げ
ら
れ
る
。
比
恵
遺
跡
は
六
世
紀
後
半
代
の
大
型
倉
庫
群
・
掘
立
柱
建

物
・
柵
等
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
宣
化
元
年
（
五
三
六
）
の
記
事
に
見
え

な
の

つ

み
や

け

る
「
那
津
官
家
」
に
関
与
す
る
建
物
と
の
見
方
が
あ
る
。
ま
た
、
那
珂
遺

跡
で
は
正
方
位
に
主
軸
を
と
り
、
方
約
二
〇
〇
㍍
四
方
の
溝
が
発
見
さ

豊
前
地
区
初
期
瓦
出
土
遺
跡

遺

跡

名

市

町

瓦

類

時

期

相
原
廃
寺
跡

中
津
市

軒
丸
瓦
、
軒
平
瓦
、
平
瓦

七
Ｃ
後

伊
藤
田
ホ
ヤ
池
瓦

窯
跡

中
津
市

平
瓦
、
丸
瓦

七
Ｃ
後

伊
藤
田
踊
ケ
迫
一

号
窯
跡

中
津
市

平
瓦
、
丸
瓦

六
Ｃ
末
〜
七
Ｃ
初

伊
藤
田
城
山
Ｊ
区

灰
原

中
津
市

平
瓦
、
丸
瓦

七
Ｃ
中
〜
後
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れ
、
そ
こ
か
ら
前
記
し
た
瓦
類
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
大

宰
府
造
営
以
前
の
官
衙
若
し
く
は
寺
院
の
可
能
性
が
高
い
と
の
指
摘
も
あ

る
。
更
に
、
筑
前
地
区
発
見
の
窯
跡
出
土
瓦
類
と
消
費
遺
跡
で
あ
る
那
珂

遺
跡
の
瓦
類
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
需
要
と
供
給
が
明
ら
か
に
な
ろ

う
。朝

鮮
半
島
と
近
接
す
る
北
部
九
州
は
筑
前
地
方
・
豊
前
地
方
に
い
ち
早

く
渡
来
人
の
痕
跡
を
探
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
筑

前
地
方
は
、
大
野
城
市
一
帯
に
牛
頸
窯
跡
群
の
技
術
集
団
、
及
び
東
ア
ジ

ア
の
玄
関
口
と
し
て
の
拠
点
施
設
で
あ
る
「
那
津
官
家
」
の
存
在
が
確
認

さ
れ
た
。
一
方
、
豊
前
地
方
は
綿
・
銅
生
産
を
中
心
と
す
る
渡
来
系
技
術

集
団
が
定
着
し
、
他
国
よ
り
い
ち
早
く
渡
来
系
人
に
よ
る
初
期
仏
教
文
化

が
開
花
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

九
州
の
寺
院
建
立

仏
教
伽
藍
が
成
立
し
て
、
九
州
の
地
に
寺
院
が
本

格
的
に
建
立
さ
れ
始
め
る
の
は
七
世
紀
後
半
代
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
い
か
に
天
武
・
持
統
天
皇
が
仏
教
崇
拝
に
力
を
注
い
で

い
た
か
、
造
寺
の
数
が
物
語
っ
て
い
る
。
天
武
期
に
お
け
る
仏
教
施
策
の

推
進
記
事
は
、
天
武
十
四
年
（
六
八
五
）
三
月
条
に

詔
、
諸
国
毎
家
作
佛
舎
、
乃
置
仏
像
及
経
、
以
礼
拝
供
養

と
あ
り
、
こ
の
白
鳳
期
に
お
い
て
佛
舎
及
び
経
典
等
を
諸
国
に
普
及
し
、

寺
院
造
作
を
図
っ
た
こ
と
が
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

九
州
で
は
筑
前
・
筑
後
・
豊
前
・
豊
後
・
肥
前
・
肥
後
の
各
国
に
お
い

て
出
土
す
る
古
瓦
や
そ
の
他
の
出
土
遺
物
か
ら
、
白
鳳
時
代
の
寺
院
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
筑
前
国
と
豊
前
国
に
し
ぼ
っ
て
、
七
世
紀

後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
代
の
寺
院
の
特
徴
を
探
っ
て
み
よ
う
。

筑
前
国
で
は
一
一
寺
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
更
に
追
加
発
見

さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
考
古
学
的
な
調
査
進
行
が
薄
い
た
め
寺
院
全

貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
筑
前
地
域
は
七
世
紀

後
半
、
水
城
・
大
野
城
の
建
設
を
危
機
と
し
、
大
宰
府
の
整
備
の
過
程
で

周
辺
の
寺
院
建
立
が
始
ま
っ
て
い
る
。
出
土
瓦
を
見
る
と
大
宰
府
に
は
畿

内
系
と
朝
鮮
系
の
二
者
が
導
入
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
鴻
臚
館
式
及
び
老
司
式

等
に
見
ら
れ
る
独
自
の
大
宰
府
式
古
瓦
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大
宰

府
政
庁
に
隣
接
す
る
観
世
音
寺
は
老
司
式
古
瓦
の
発
祥
で
あ
り
、
鴻
臚
館

式
瓦
と
共
に
九
州
一
円
に
波
及
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
ま
た
、
当
寺
院

筑

前

国

遺

跡

名

市

町

村

伽

藍

出
土
瓦
の
特
徴

時

期

大
分
廃
寺
跡

筑
穂
町

法
起
寺
式

新
羅
系

七
Ｃ
後

観
世
音
寺

太
宰
府
市

観
世
音
寺
式

老
司
式

八
Ｃ
前

般
若
寺
跡

太
宰
府
市

老
司
式

八
Ｃ
前

杉
塚
廃
寺
跡

筑
紫
野
市

百
済
系

七
Ｃ
末

塔
の
原
廃
寺

筑
紫
野
市

山
田
寺
式

七
Ｃ
後

三
宅
廃
寺
跡

福
岡
市

老
司
式

八
Ｃ
前

城
の
原
廃
寺

福
岡
市

八
Ｃ
前

長
者
原
廃
寺

粕
屋
町

八
Ｃ
前

神
興
廃
寺
跡

福
間
町

八
Ｃ
前

浜
口
廃
寺
跡

芦
屋
町

鴻
臚
館
式

八
Ｃ
前

長
安
寺
跡

朝
倉
町

鴻
臚
館
式

八
Ｃ
前

第３編 古 代

376



は
川
原
寺
の
伽
藍
を
模
倣
し
た
配
置
を
取
り
、
僧
坊
跡
か
ら
川
原
寺
式
軒

丸
瓦
Ⅲ
│
Ｃ
類
が
出
土
す
る
な
ど
、
両
寺
院
に
共
通
す
る
天
智
天
皇
発
願

の
寺
と
し
て
興
味
が
も
た
れ
て
い
る
。
ま
た
、
杉
塚
廃
寺
・
観
世
音
寺
等

で
発
見
さ
れ
て
い
る
百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
は
、
そ
の
ル
ー
ツ
を
大
野
城
跡

主
城
原
地
区
及
び
基
肄
城
等
で
発
見
さ
れ
て
い
る
単
弁
軒
丸
瓦
に
求
め
ら

れ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
小
田
富
士
雄
は
、
筑
前
及
び
豊
前
地

方
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
の
年
代
基
準
を
こ
の
大
野

城
・
基
肄
城
築
城
時
期
天
智
四
年
（
六
六
五
）
に
定
め
て
い
る
。

ま
た
、
大
分
廃
寺
跡
は
平
成
三
年
か
ら
七
年
ま
で
発
掘
調
査
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、
塔
跡
の
規
模
形
状
と
南
北
・
東
西
溝
を
検
出
し
、
法
起

寺
式
の
伽
藍
復
元
（
案
）
を
試
み
ら
れ
て
い
る
。
発
見
さ
れ
た
瓦
は
従
来

か
ら
注
視
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
新
羅
系
軒
先
瓦
で
天
台
寺
と
深
い
関
係

に
あ
る
と
さ
れ
、
大
宰
府
と
豊
前
地
方
を
結
ぶ
古
代
官
道
の
要
所
に
大
分

廃
寺
は
存
在
し
て
い
る
。

筑
前
地
方
で
も
う
一
つ
特
記
す
べ
き
は
山
田
寺
系
の
瓦
を
検
出
す
る
遺

跡
で
あ
る
。
塔
の
原
廃
寺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
単
弁
八
弁
複
子
葉
蓮

華
文
軒
丸
瓦
は
、
畿
内
山
田
寺
系
の
変
形
と
も
い
う
べ
き
文
様
を
施
し
て

お
り
、
類
似
例
に
春
日
市
上
白
水
遺
跡
及
び
ウ
ト
グ
チ
窯
跡
が
あ
る
。
塔

の
原
廃
寺
跡
は
、『
上
宮
聖
徳
法
王
定
説
』
裏
口
に
記
載
さ
れ
て
い
る
蘇

我
臣
日
向
が
、
甲
寅
年
（
六
四
五
）
に
孝
徳
天
皇
の
病
気
平
癒
を
祈
願
し

て
発
願
し
た
寺
で
は
な
い
か
と
の
説
が
あ
り
、
興
味
が
持
た
れ
る
遺
跡
で

あ
る
。
更
に
、
筑
後
国
に
な
る
が
、
小
郡
市
上
岩
田
廃
寺
跡
・
井
上
廃
寺

跡
・
井
上
薬
師
堂
東
遺
跡
等
か
ら
山
田
寺
式
垂
木
先
瓦
、
蓮
華
文
鬼
板
等

が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
畿
内
山
田
寺
と
の
密
接
な
関
係
が
推
定
さ
れ
る
と

共
に
、
前
者
観
世
音
寺
・
塔
の
原
廃
寺
跡
・
上
白
水
遺
跡
と
の
関
係
も
今

後
に
残
さ
れ
た
興
味
あ
る
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
瓦
の
年
代
は
上
岩
田
廃

寺
で
検
出
し
た
筑
紫
大
地
震
（
六
七
八
年
）
の
地
割
れ
痕
跡
が
基
壇
に
認

め
ら
れ
、
他
の
遺
構
と
の
切
り
合
い
関
係
か
ら
、
七
世
紀
第
３
四
半
期
に

与
え
ら
れ
て
い
る
。

豊
前
国
で
は
一
一
寺
が
あ
げ
ら
れ
る
。
地
形
的
に
見
る
と
、
山
国
川
を

境
に
東
半
部
の
宇
佐
地
方
と
西
半
部
の
豊
前
地
方
と
に
寺
院
は
分
布
し
て

い
る
。
古
瓦
か
ら
見
た
特
徴
の
一
つ
は
、
前
者
が
川
原
寺
式
・
法
隆
寺
式

系
統
を
組
む
畿
内
瓦
当
文
様
を
施
し
て
い
る
こ
と
。
後
者
は
百
済
・
新
羅

豊

前

国

遺

跡

名

市

町

村

伽

藍

出
土
瓦
の
特
徴

時

期

天
台
寺
跡

田
川
市

天
台
寺
式

新
羅
・
百
済
・
高
句
麗

七
Ｃ
後

椿
市
廃
寺
跡

行
橋
市

四
天
王
寺
式

新
羅
・
百
済
・
高
句
麗

七
Ｃ
後

上
坂
廃
寺
跡

豊
津
町

法
起
寺
式

百
済

七
Ｃ
後

木
山
廃
寺
跡

犀
川
町

百
済

七
Ｃ
後

垂
水
廃
寺
跡

新
吉
富
村

新
羅

七
Ｃ
後

相
原
廃
寺
跡

中
津
市

百
済

七
Ｃ
後

塔
の
熊
廃
寺
跡

三
光
村

新
羅

八
Ｃ
前

小
倉
池
廃
寺
跡

宇
佐
市

七
Ｃ
後

法
鏡
寺
跡

宇
佐
市

法
隆
寺
式

七
Ｃ
後

虚
空
蔵
寺
跡

宇
佐
市

川
原
寺
式
・
法
隆
寺
式

七
Ｃ
後

弥
勒
寺
跡

宇
佐
市

鴻
臚
館
式

八
Ｃ
前

第２章 仏教文化の盛衰

377



上坂廃寺 

木山廃寺 

菩提廃寺 

塔の熊廃寺 

な
ど
卓
越
し
た
文
様
構
成
の
朝
鮮
系
瓦
を
中
心
と
し
、
特
に
、
天
台
寺

跡
・
椿
市
廃
寺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
高
句
麗
系
の
瓦
が
発
見
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
宇
佐
地
方
は
現
在
も
信
仰
が
厚
い
宇
佐
八
幡
宮
が
あ

う

さ

か
ら
し
ま

お
お

が

り
、
そ
の
豪
族
で
あ
っ
た
宇
佐
氏
や
辛
島
氏
・
大
神
氏
な
ど
互
い
の
勢
力

に
複
雑
な
歴
史
背
景
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
畿
内
を
は
じ
め
中
国
な
ど
積

極
的
に
対
外
交
渉
を
行
っ
た
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
虚
空
蔵
寺
跡
か
ら
は

せ
ん
ぶ
つ

奈
良
南
法
華
寺
と
同
笵
の
�
仏
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
古
瓦
も
示
す
よ
う

に
畿
内
色
の
濃
い
宇
佐
地
方
の
寺
院
で
あ
る
。
一
方
、
豊
前
地
域
は
前
述

し
た
ご
と
く
、
秦
氏
・
勝
姓
を
名
乗
る
渡
来
系
部
民
集
団
が
多
く
在
住

し
、
綿
や
銅
生
産
を
生
業
と
し
、
天
台
寺
や
香
春
岳
に
示
さ
れ
る
よ
う
に

仏
教
信
仰
に
精
通
し
た
地
域
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
初
期
寺
院
の
多
く
は
、
在
地
有
力
豪
族
を
中
心
に
寺
院
造
営

が
進
行
し
た
。
そ
こ
に
は
豪
族
層
が
持
つ
経
済
基
盤
や
寺
院
造
営
に
関
す

る
技
術
・
資
材
な
ど
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
背
景
が
伺
え
、
律
令
国
家
が
成

立
す
る
以
前
の
天
智
・
天
武
・
持
統
天
皇
時
期
に
各
寺
院
が
出
現
し
た
状

況
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
豊
前
地
方
に
も
こ
れ
ら
の
状
況
を
伺
う
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
律
令
制
が
成
立
す
る
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
以
降
の
寺
院

建
立
は
全
国
的
に
も
少
な
く
な
り
、
寺
院
に
対
す
る
優
遇
措
置
が
過
剰
に

露
呈
す
る
よ
う
な
状
況
が
生
ま
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
政
府
の
意

図
す
る
仏
教
施
策
と
反
対
方
向
に
進
行
し
始
め
た
た
め
、
政
府
は
、
和
銅

六
年
（
七
一
三
）
に

諸
寺
多
占
田
野
其
数
無
限
。
宣
自
今
以
後
。
数
過
格
者
。
皆
還
収
之
。

図３―５ 豊前国の古代寺院分布図
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（
続
日
本
紀
）

と
あ
る
よ
う
に
、
寺
の
持
っ
て
い
る
多
く
の
田
・
野
を
「
占
有
す
る
こ
と

は
な
ら
ん
」
と
い
う
お
触
れ
を
出
し
、
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
に
は
百

だ
ん
お
つ

姓
の
田
地
を
争
っ
て
買
い
集
め
る
と
い
う
、
檀
越
の
横
奪
ぶ
り
が
伺
え

る
。
こ
れ
ら
の
背
景
か
ら
、
小
田
富
士
雄
は
「
九
州
の
初
期
寺
院
跡
を
四

か
国
あ
げ
（
豊
前
・
筑
前
・
肥
前
・
肥
後
）、
官
寺
、
準
官
寺
的
性
格
を
持

つ
寺
院
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
一
郡
一
箇
寺
的
な
分
布
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
檀
越
と
な
っ
て
建
立
し
た
氏
寺
的
性
格
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
」
と
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
寺
領
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
寺
院
建
築
へ
の
影
響
が

大
き
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
八
世
紀
代
に
な
っ
て

の
寺
院
は
仏
教
思
想
が
薄
れ
始
め
、
そ
の
役
割
は
変
貌
し
つ
つ
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

三

豊
前
地
方
の
古
代
寺
院

寺
院
各
説

こ
こ
で
記
す
寺
院
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け

て
存
在
し
た
豊
前
地
方
の
寺
院
跡
で
あ
る
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
そ
の
大
部
分
は
七
世
紀
代
に
建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
朝
鮮

半
島
系
の
渡
来
人
に
関
わ
る
寺
院
と
、
畿
内
文
化
を
導
入
し
た
寺
院
等
が

見
ら
れ
、
双
方
が
融
合
し
て
特
異
な
文
化
圏
を
形
成
し
て
い
る
の
が
豊
前

地
方
の
特
徴
と
言
え
る
。
記
述
す
る
主
な
寺
院
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。一

、
天
台
寺
跡

二
、
椿
市
廃
寺
跡

三
、
木
山
廃
寺
跡

八
、

小
倉
池
廃
寺
跡

四
、
上
坂
廃
寺
跡

九
、

弥
勒
寺
跡

五
、
垂
水
廃
寺
跡

十
、

法
鏡
寺
跡

六
、
相
原
廃
寺
跡

十
一
、
虚
空
蔵
寺
跡

七
、
塔
の
熊
廃
寺
跡

ま
た
、
豊
前
国
分
寺
跡
、
菩
提
廃
寺
跡
は
後
述
す
る
。

一
、
天
台
寺
跡
（
上
伊
田
廃
寺
）

本
跡
は
、
田
川
市
大
字
伊
田
六
七
五
の
一
に
所
在
す
る
。
寺
跡
は
、
彦

山
川
と
金
辺
川
の
支
流
で
あ
る
御
祓
川
に
挟
ま
れ
た
標
高
四
〇
か
ら
五
〇

㍍
の
台
地
上
に
位
置
す
る
。

天
台
寺
跡
は
、
太
平
洋
戦
争
前
ま
で
塔
・
金
堂
・
講
堂
の
基
壇
と
と
も

に
礎
石
等
が
残
っ
て
い
た
が
、
戦
時
中
（
昭
和
十
八
年
）
に
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
滑
空
練
習
場
の
た
め
、
礎
石
は
地
中
に
埋
め
ら
れ
、
寺
地
は
戦
後
畑
と

し
て
利
用
さ
れ
た
。

既
往
の
調
査
は
昭
和
五
年
、
山
本
通
に
よ
り
礎
石
等
の
配
置
図
が
発
表

さ
れ
、
法
起
寺
式
の
伽
藍
配
置
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
た
。
翌
年
に

は
、
同
氏
に
よ
っ
て
天
台
寺
瓦
窯
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和

三
十
五
年
二
号
瓦
窯
跡
が
九
州
大
学
、
県
、
市
等
で
発
掘
調
査
さ
れ
、
有

階
有
段
登
窯
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
格
的
調
査
は
昭
和
六

十
か
ら
六
十
三
年
に
実
施
さ
れ
、
伽
藍
配
置
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、
金
堂
・
講
堂
、
塔
、
回
廊
等
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
金
堂
跡
で
は
礎
石
二
七
個
を
検
出
し
、
東
西
幅
五
〇
尺
、
南
北
幅
四
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